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ご
あ
い
さ
つ 

 

桜
の
季
節
も
過
ぎ
陽
光
も
初
夏

を
思
わ
せ
る
ほ
ど
強
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。 

３
月
に
は
当
院
職
員
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
と
も
な
う

診
療
業
務
の
休
止
で
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
感
染
者
が
管
理

部
門
の
所
属
で
接
触
の
あ
っ
た
患

者
さ
ん
や
職
員
が
極
め
て
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
診
断
が
早
く
確
定

で
き
た
こ
と
、
等
の
偶
然
の
重
な
り

が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
患
者
の
皆
さ

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
染
拡

大
が
予
防
で
き
た
こ
と
は
不
幸
中

の
幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

同
じ
頃
、
海
外
で
は
イ
タ
リ
ア
や

ス
ペ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
な
ど
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
、
死
者
が
急
増
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
い
ま
だ
に
感
染
者
数
が

増
加
し
続
け
て
お
り
非
常
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
状
況
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
異
な
り

暖
か
く
な
っ
て
も
活
動
性
は
変
わ

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で

今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
感

染
予
防
策
を
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
も
外
来
や
病

棟
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
や
、
面
会
を

禁
止
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
患
者
さ

ん
、
職
員
の
双
方
に
と
っ
て
必
要
な

予
防
策
で
す
の
で
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
北
播
磨
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
は
職
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
の
皆
様
の
健
康
と
医
療
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
叱
咤
激
励
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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～ドクターのリレー講座～    

『緩和ケア内科 緩和ケアのお話』 

 
緩和ケアって？ 
 

緩和ケア内科 部長 山 名 順 子 

 「緩和ケア」＝「終末期に行われるケア」と思われてい

る方は少なくないかもしれません。 

WHOは2002年に緩和ケアの定義を修正し、「生命を脅

かす疾患による問題に直面している患者とその家族に対

する」ケアであるとしました。必ずしも終末期に限らない

ということです。また対象となる病気はがんに限らず、が

ん以外の病気でも緩和ケアが必要とされていますが、実際

には日本では体制が整っていないこともありまだまだが

んに対する緩和ケアのイメージが強いと思います。 

医療用の麻薬を飲みながら抗がん剤治療を受

けておられる方もたくさんおられます。これらは

全て緩和ケアです。がん治療がうまくいき、再発

などがなければそのまま生活することになりま

す。もし再発や転移などがみつかり、抗がん剤治

療などで治癒（病気が治ること）が難しくなって

くると、がん治療に対して緩和ケアの占める割合

が大きくなるという考え方です。当院でも「苦痛

のスクリーニング」という質問用紙を使用して、

がん治療と並行して緩和ケアも積極的に行う取

り組みを行っています。 

専門病棟における緩和ケア（緩和ケア病棟) 

現在では緩和ケアは病気の診断時から治療

と並行して行われるべきものとされ、がんのす

べての経過に関わるものとなっています。診断

時から痛みなどの症状がある場合には鎮痛薬

などの処方がなされますし、病名告知による気

持ちの落ち込みには心理的な支援がなされま

す。痛みやからだの苦痛、気持ちのつらさを和

らげることでがん治療に取り組む力がわいて

きます。 
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★★★ 大きくな～れ ★★★ 
 

～健康に育ってくれる 
  それだけで幸せです ～

４階東病棟 

微笑ましい「家族の支え」を紹介します 

４階東病棟 スタッフ一同 

１月吉日、菅原春香さんが待望のお子様を出産されました。

菅原さんは切迫早産で妊娠34週から２週間程度入院されてい

ました。 

切迫早産で入院していたときやお産のときのことなどについ

てお話を伺うと、「この子が生まれるまでずっとこの子に申し

訳ないって気持ちがありました。お腹もずっと張っていたし

子宮の中でしんどかっただろうなって思っていて。でも産声

を聞いた瞬間、今までのしんどかったこととかお産の時の痛

みとか全部吹き飛びましたね。すごく嬉しかったです。」と話

してくださいました。 

産後はできるかぎりの時間をお子様と一緒に過ごされ、母

乳育児も積極的に取り組まれていた菅原さん。切迫早産で入

院されていた際に時折見られていた少し不安そうな表情はす

っかりなくなり、愛おしい表情でお子様を見つめている菅原

さんを見て、スタッフ一同とても温かい気持ちになりました。 

今後の楽しみについて伺うと、「今までは出掛けるときも旦

那と二人だったけど、これからはこの子 

がいるからアンパンマンミュージアムと 

かピクニックとか子どもに合わせたお出 

掛けになっていくと思うと楽しみです。」 

と笑顔で話されました。また、「この子は 

健康でいてくれるだけでいいです。もう 

本当にそれだけでいい。」と強く、また温 

かな眼差しで我が子を見つめながら話して 

くださった菅原さん。お子様に対する大き 

な愛情がひしひしと感じられました。 

元気に生まれてきてくれることをずっと待ち望まれていた

赤ちゃん。ママ・パパたちからのたくさんの愛情を受け、「お

おきくなーれ」とスタッフ一同 

赤ちゃんの成長を心から願って 

います。 

http://1.bp.blogspot.com/-sMRdrr1eRBw/UmuA0aA7dyI/AAAAAAAAZgM/eeMwqb__gF0/s800/job_josanshi.png
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★病院探検ツアー 

【 ５階東病棟 を紹介します】 

その人らしく過ごせるように、患者や家族の思いに ～ 

寄り添い支援する看護を目指しています  ～

  ５階東病棟に入院される診療科は、呼

吸器内科、呼吸器外科、耳鼻咽喉・頭頸

部外科、形成外科の４科が中心となって

います。主に化学療法、手術療法、放射

線治療を受けられる患者さんが入院さ

れ、医師・看護師・看護補助員・薬剤師・

理学療法士・歯科衛生士ら多職種と連携

し、これらの治療を安全かつ安心して受

けていただけるよう協働しています。 

 化学療法や放射線治療による有害事

象を最小限にすること、起こったことへ

のケアを行い、苦痛の軽減や緩和ができ

るよう、患者さんの思いを聞き、患者さ

んの目指すゴールに向け支援していま

す。 

がん治療 

がん相談支援センター（地域医療連携室）

で毎月 1 回、開催されており、患者さんやご

家族にご案内していますのでご利用ください 

（毎月、テーマや講師の先生が変わります） 

 当病棟には、摂食・嚥下、慢性呼吸器疾患看護

の２分野の認定看護師がいます。 

摂食・嚥下認定看護師は、患者さん一人一人の

誤嚥を予防し、安全に食事をしてもらうために食

事姿勢や食事形態を選び方、食事の食べ方につい

て、病棟スタッフと一緒に考え対応しています。 

また、美味しく食事を食べてもらうことや感染

予防にも力を入れており、口腔ケア方法について

も歯ブラシの選び方や磨き方、口腔用保湿剤の使

用について積極的に取り組んでいます。 

 慢性呼吸器疾患認定看護師は、COPD や間質性肺

炎などの慢性呼吸器疾患患者さんや在宅酸素療法

を受ける患者さんを対象に関わっています。息切

れを起こしにくい動作の工夫や、少しでも楽に日

常生活を送れる方法をスタッフと一緒に考え、入

院中から在宅への生活を見据えた療養支援に取り

組んでいます。また所属病棟だけでなく他病棟の

ラウンドを行い、酸素療法中の患者さんが安全で

確実な酸素療法を受けられるように取り組んでい

ます。 

２人の認定看護師 

耳鼻咽喉・頭頸部外科カンファレンスの様子 
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多職種連携 

５階東病棟看護師 

耳鼻咽喉･頭頸部外科医師 形成外科医師 

呼吸器外科医師 

薬剤師･看護補助員･クラーク 

呼吸器内科医師、看護師 
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循環器内科 医長 高田
た か だ

 裕基
ひ ろ き

 

平成２１年卒業 

【専門資格等】日本内科学会認定内科医、日本 

心血管インターベンション治療学会認定医 

 ほか 

循環器内科 医長 秋田
あ き た

 朋己
と も み

 

平成２３年卒業 

【専門資格等】日本内科学会認定内科医 

  

～ 新 任 ド ク タ ー 

血液･腫瘍内科 医長 後藤
ご と う

 秀彰
ひであき

 

平成２４年卒業 

【専門資格等】日本内科学会認定内科医、 

日本血液学会血液専門医ほか 

腎臓内科 医長 白井
し ら い

 敦
あつし

 

平成２１年卒業 

【専門資格等】日本腎臓学会腎臓専門医、 

日本透析医学会透析専門医、ほか 

放射線治療科 医長 西川
にしかわ

 遼
りょう

 

平成２０年卒業 

【専門資格等】日本医学放射線学会放射 

線治療専門医、ほか 

整形外科 医員 平中
ひらなか

 良
よし

明
あき

  

平成２７年卒業 

【専門資格等】 

腎臓内科 医員 小坂
こ さ か

 恭子
きょうこ

 

平成２６年卒業 

【専門資格等】日本腎臓学会腎臓専門医、 

日本内科学会認定内科医 

脳神経内科 医員 武田
た け だ

 涼 輔
りょうすけ

 

平成２７年卒業 

【専門資格等】日本内科学会認定内科医        

整形外科 医員 立花
たちばな

 章太郎
しょうたろう

  

平成２６年卒業 

【専門資格等】 

  

眼  科 医員 厚見
あ つ み

 知甫
ち ほ

  

平成２６年卒業 

【専門資格等】 

  

麻 酔 科 医員 杉野
す ぎ の

 太亮
たいすけ

 

平成２６年卒業 

【専門資格等】日本麻酔科学会認定麻酔科 

認定医 厚生労働省認定麻酔科標榜医 

        

 

      内分泌内科 専攻医 深澤
ふかざわ

 圭似子
け い こ

 

      平成２９年卒業 

内分泌内科 専攻医 福満
ふくみつ

 隼人
は や と

 

      平成２９年卒業 

 

腎臓内科 専攻医 藤本
ふじもと

 千恵
ち え

 

      平成２８年卒業 

腎臓内科 専攻医 安積
あ づ み

 陽也
は る や

 

      平成２９年卒業 

 

脳神経内科 専攻医 山口
やまぐち

 星一郎
せいいちろう

 

      平成２９年卒業 

放射線診断科 専攻医 上月
こうづき

 瞭 平
りょうへい

 

      平成２９年卒業 

 

糖尿病・ 糖尿病・ 
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紹 介 ～ ※4 月 1 日付け着任 

整形外科 専攻医 吉田
よ し だ

  慎
しん

 

平成２８年卒業 

糖尿病・内分泌内科 専攻医 小畠
こばたけ

 正樹
ま さ き

 

平成２９年卒業 

整形外科 専攻医 福本
ふくもと

 弦太
げ ん た

 

平成２９年卒業 

泌尿器科 専攻医 藤澤
ふじさわ

 俊 介
しゅんすけ

 

平成３０年卒業 

歯科口腔外科 専攻医 瓜生
うりゅう

 開人
か い と

 

平成２９年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 矢部
や べ

 萌美
も え み

 

平成２８年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 村上
むらかみ

  拓
たく

 

平成２８年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 欅田
くにぎた

 高浩
たかひろ

 

平成３０年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 髙田
た か た

  謙
けん

  

平成３０年卒業 

研修医 川本
かわもと

 沙織
さ お り

 

令和２年卒業 

よろしく 
お願いします！ 

診療部は、１６６名の

体制となりました！ 

臨床研修センター 内科専攻医 松浦
まつうら

 史
ふみ

弥
や

  

平成３０年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 佐藤
さ と う

 亮太
りょうた

  

平成３０年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 上月
こうづき

 惇
じゅん

 

平成３０年卒業 

臨床研修センター 外科専攻医 佐伯
さ え き

 崇史
たかふみ

 

平成２９年卒業 

臨床研修センター 内科専攻医 山㟢
やまざき

 瞬
しゅん

  

平成３０年卒業 

 

研修医 久後
く ご

 啓介
けいすけ

 

令和２年卒業 

研修医 眞田
さ な だ

 祐輔
ゆうすけ

 

令和２年卒業 

研修医 長田
ちょうだ

 尚樹
な お き

 

令和２年卒業 

研修医 中 東
なかひがし

 亜嵯子
あ さ こ

 

令和２年卒業 

研修医 中安
なかやす

 翔 一
しょういち

 

令和２年卒業 

研修医 西本
にしもと

 凌 平
りょうへい

 

令和２年卒業 

研修医 百 道
ひゃくどう

 光亮
てるあき

 

令和２年卒業 

研修医 藤原
ふじわら

 達也
た つ や

 

令和２年卒業 

研修医 山本
やまもと

 雄也
ゆ う や

 

令和２年卒業 

研修医 横田
よ こ た

 雅治
まさはる

 

令和２年卒業 

研修医 宇井
う い

  更
さら

  

令和２年卒業 

研修医 藤井
ふ じ い

 洋介
ようすけ

 

令和２年卒業 

研修医 松尾
ま つ お

 侑未
ゆ う み

 

令和２年卒業 

研修医 山崎
やまさき

 史絵
ふ み え

 

令和２年卒業 

http://1.bp.blogspot.com/-FEae2s3Bmlo/U-8HD76LgFI/AAAAAAAAk-4/NS0khORsfVc/s800/iryou_doctor_nurse.png
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 ３月31日付をもって、３５名の先生方が退任されました

循 環 器 内 科  主任医長  山 脇 康 平 先生 

循 環 器 内 科  主任医長  平 石 真 奈 先生 

腎 臓 内 科  主任医長  北 村  謙  先生 

放 射 線 診 断 科   医 員   梶 原 彰 文 先生 

放 射 線 診 断 科   医 員   藤 原 康 弘 先生 

小 児 科   医 員   元 生 和 宏 先生 

心 臓 血 管 外 科   医 員   河 野 敦 則 先生 

整 形 外 科   医 員   大 西 洋 輝 先生 

整 形 外 科   医 員   中 元 健 一 先生 

眼 科   医 員   中 村 賢 和 先生 

循 環 器 内 科   専攻医   藤 田 文 香 先生 

循 環 器 内 科   専攻医   松 濱 考 志 先生 

腎 臓 内 科   専攻医   岩 﨑  慧  先生 

脳 神 経 内 科   専攻医   中 野 孝 宏 先生 

外科、消化器外科、乳腺外科   専攻医   藤 中 亮 輔 先生 

整 形 外 科   専攻医   瀧 上 俊 作 先生 

整 形 外 科   専攻医   村 尾 仁 美 先生 

脳 神 経 外 科   専攻医   藤 田 健 嗣 先生 

泌 尿 器 科   専攻医   松 山 直 幹 先生 

麻 酔 科   専攻医   阿瀬井 宏 佑 先生 

   

  内科専攻医  日 笠 雄 太 先生（派遣） 

  内科専攻医  金 銅 研 吾 先生（派遣） 

  内科専攻医  齋 藤 修一郎 先生（派遣） 

  内科専攻医  新 井 尚 樹 先生（派遣） 

  内科専攻医  山 本 真 子 先生（派遣） 

  外科専攻医  横 尾 拓 樹 先生（派遣） 

   研修医    中  智 孝 先生 

   研修医   西 願 まどか 先生 

   研修医   千々木 瑠 里 先生 

   研修医   平 井 俊 行 先生 

   研修医   新 田 修 幹 先生 

   研修医   松 浦 智 弘 先生 

   研修医   福 田 明 久 先生 

   研修医   阪 口 和 憲 先生 
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～チーム・委員会紹介～ 

『研修委員会』  

 

 

 

 

 

▲感染対策研修会の様子 

研修委員会は、医療センター職員資質の向上を図ると共に、
地域の医療機関に開かれた研修会を開催することを目的とし、
平成25年10月から年4回程度開催をしています。 

①平成31年度の研修開催は39件で、そのうち地域
の医療機関の方の参加の研修は36件。 
平成31年度の参加人数は、計7878名（院内7525
名・院外453名）  
②必須研修（医療安全研修・感染管理研修）の
100％取得に向け、入退出をパソコンでの一括管
理に変更し、入退室の時間の制限の周知を実施。  
③必須研修は、できる限り業務に支障なく参加出
来るよう、開催時期・開催回数・開催場所を増加。 
 
④必須研修の初回以降はDVD視聴となるが、講師
とスライドが同時に閲覧できるように変更。 

委員会メンバーで、研修委員会の役割を果たせるよう、毎回積極的な意見

交換がおこなわれています。これからも、地域に根ざした病院として院内外

の方が1つでも多くの研修を受けていただけるよう取り組んでいきます。 

委員構成 

委 員 会 

委員会のメンバーは、診療部
4名、看護部4名、診療支援部5
名、管理部1名、事務局3名の多
職種で構成されています。 

▲会議の様子 

▲平成31年/令和元年度 委員会メンバー 

取り組み 

あまり認知度は高くない委員会
であるかもしれませんが、多く
の取り組みを行っていますの
で、紹介させていただきます。 

http://www.irasutoya.com/2014/04/blog-post_6474.html
http://www.irasutoya.com/2015/05/blog-post_673.html
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【
編 

集 

後 

記
】 

 

開
院
し
て
７
度
目
の
春
、
例
年
、
病
院
前

の
桜
が
満
開
に
な
る
頃
に
は
、
新
し
く
着

任
・
採
用
さ
れ
た
方
々
と
の
出
会
い
と
共
に

新
し
い
気
持
ち
で
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す

が
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
患
者
さ
ん
や
職
員
や
そ
の

家
族
が
み
ん
な
不
安
を
抱
え
る
中
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

連
日
流
れ
る
報
道
に
振
り
回
さ
れ
、
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
る
外
出
自
粛
等
で
、
陽
気
な

春
や
初
夏
の
薫
り
を
ゆ
っ
く
り
感
じ
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

笑
っ
て
過
ご
せ
る
毎
日
を
待
ち
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
患
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

新
設
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
更
新
、
３
台
目
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
設
置
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
棟
増
築
、
駐
車
場
の
拡
張

整
備
等
、
医
療
機
能
の
充
実
へ
取
り
組
ん
で

い
き
、
こ
れ
か
ら
も
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
医
療
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

医
事
管
理
課 

 

安
川
尚
美 

 

 
 

一昨年の１２月よりスタートしました「がん患者サロン」を本年度も引き続き毎月第１水曜日（第

１水曜日が祝日等で開催出来ないときは、第２水曜日）に開催します。入院中のがん患者さん、ご家族、

当医療センターに通院をされていない方でも自由に参加できます。 

 ９月、12 月、３月には、医師や看護師、社会福祉士等によるミニ講座を開催予定です。 

同じ体験をしている方々と、伝えたいこと、わかってほしい気持ちなど、自由な意見交換をしません 

か。サロン内での情報は秘密厳守ですので、安心してお越しください。 

 

 

 

 

 
 

問合せ先：北播磨総合医療センターがん相談支援センター 

平令２年度 がん患者サロンの開催について 

新しい先生を紹介します 
 

清水
し み ず

 昭一朗
しょういちろう

 医師の紹介（３月１日付着任） 

耳鼻咽喉・頭頸部外科 専攻医 として 清水医師が着任されました。 

<卒業年次> 平成 29 年 

【退任のお知らせ】      ～ お 世 話 に な り ま し た ～ 
 

２月２９日付で、耳鼻咽喉・頭頸部外科 専攻医 横井 純 医師が退任しました。 

２月２９日付で、リウマチ・膠原病内科 専攻医 山﨑 美帆 医師が退任しました。 

会場／２階患者教室 

4月1日 交流会 7月1日 交流会 10月7日 交流会 1月7日 交流会

5月13日 交流会 8月5日 交流会 11月4日 交流会 2月3日 交流会

6月3日 交流会 9月2日 ミニ講座・交流会 12月2日 ミニ講座・交流会 3月3日 ミニ講座・交流会

中止 

中止 

中止 


